
南あわじ市子ども屋内遊び場施設 基本計画書（案）〔概要版〕

第１章 はじめに
●計画の前提
・本調査は、旧倭文中学校を活用した子ども屋内遊び場施設の整備に向け、
事業の実現可能性を多角的に検討することを目的とする。
近年の猛暑日の増加等により、天候に左右されず子どもが安心して過ごせ
る施設の必要性が高まる中、廃校ストックの有効活用と子育て環境の充実
を同時に図ることが求められている。

●現状を取り巻く課題
・人口動態：市内の総人口および0〜14歳の年少人口は、ともに今後一貫し

て減少していく見通し。
・気候状況：猛暑日が増加傾向にあり、屋外での活動が制限される日が増え

ている。
・子育て世代のニーズ：

人口減少や少子化が進行する中、「子育ての喜びがみえるま
ち」を目指し、子育て世代に選ばれる地域づくりを進めていく
ことが重要。

第４章 施設計画
●施設の概況
・旧倭文中学校（南あわじ市倭文庄田）
・敷地面積 約17,000㎡
・校舎（H3建築）RC造2階建 延床面積 1,964㎡
・体育館(H3建築）RC造2階建 延床面積 1,030㎡
・プール、プール付属棟、部室棟
●施設の優位性
・中庭や吹抜の多目的フロアなど屋内遊び場への
用途変更がイメージしやすい機能性・デザイン

第５章 管理運営計画
●想定来館者数の考え方
・想定来館者数：約37,000人〜56,000人程度

※類似施設より試算

●開館日及び開館時間のイメージ
・「平日は地元利用、休日は広域利用を想定しておきたい」
「平日と休日で利用者層が異なることを想定した運営が必
要」であると事業者ヒアリングで示唆。

第６章 運営手法●概算事業費及び維持管理運営費
初期整備費（約8.0億円〜9.2億円）
・設計施工管理費： 44,000千円 〜 50,000千円
・施設改修費 ：722,000千円 〜 828,000千円
・什器・備品費 ： 37,000千円 〜 42,000千円
維持管理運営費（約47,000千円〜57,000千円）
・人件費 ： 28,000千円
・事務所経費 ： 16,000千円 〜 24,000千円
・その他経費 ： 3,340千円 〜 4,800千円
※ワークショップで出された意見に基づいて試算したものであり、詳
細仕様は考慮されていないため大きく変動する可能性がある。

第２章 基本的な整備方針
●コンセプト
〜地域の絆を深める、⼦ども達が遊びを通じて学び、南あわじ市の未来を育む遊び場〜
・「子育ての喜びが見えるまち」の実現を目指してを具現化する施設として整備する。
・単なる屋内遊び場として整備するのではなく、地域の住⺠にも運営に参加いただき、「地域の活性化」「世代間交流の場の創出」
も可能な拠点として整備する。

●メインターゲット
・本施設を利用する範囲は基本的に未就学児から⼩学⽣とその保護者及び地域住⺠とする。
・施設の一画に「多世代交流ゾーン」をつくり、⼦供から大人、高齢者までもが利用できるようにする。
・「子育ての喜びが見えるまち」として本市の魅力を市外へも発信すべく市外者も対象とする。
●整備方針
⑴ 雨天、酷暑でも利用できる屋内型施設
⑵ 保護者も満足できる施設
⑶ 地域の住⺠とふれあい、多世代間交流できる施設
⑷ 地域資源が活用され、地域の振興に寄与する施設

第３章 施設配置計画（市⺠ワークショップ意見）
●施設構成案

市⺠ワークショップの様子
倭文小学校ワークショップの様子

市⺠ワーク
ショップによ
り示された導
入機能を8つ
のカテゴリー
に分類。
右表は、各分
類と具体的な
機能。

⺠間事業者のノウハウや運営能
力を活用するため、イベント企
画やサービス改善など⺠間の創
意工夫を取り入れた運営が可能
となり、施設の魅力向上や利用
者満足度の向上が期待できる
「指定管理者制度」を適用する
ことが適している。

は
倭文小学校児童
による提案


